
新庁舎の機能に関する関係団体意見募集結果 
 

１ 調査の背景・目的 

 

この報告書は、「玉野市本庁舎整備に関する基本的な方針」に記載する３つの基本的

な考え方に基づいて、意見募集を実施した結果をまとめたものであり、現在策定中の基

本計画の策定に役立てることを目的としています。 

 

２ 意見募集対象団体 

 

分野 団体名 

福祉 

玉野市老人クラブ連合会 

玉野市障害者総合支援協議会 

玉野市社会福祉協議会 

玉野市民生委員児童委員協議会 

ボランティア連絡協議会 

保健・医療 
玉野市栄養改善協議会 

玉野市愛育委員協議会 

社会教育 

玉野市文化協会 

玉野市スポーツ協会 

玉野市 PTA 連合会 

玉野市女性団体連絡協議会 

産業 

玉野商工会議所 

玉野地区労働者福祉協議会 

玉野青年会議所 

玉野市観光協会 

地区 玉野市コミュニティ協議会 

移住 みなと・まちづくり機構たまの 

SDGｓ 玉野 SDGｓみらいづくりセンター 

防災・消防 
V ネットおかやま 

玉野地区防火協会 

①安全・安心な庁舎 

②利用者にやさしく、市民に親しまれる庁舎 

③機能的・効率的で環境にやさしい庁舎 



３ 募集期間 

 

令和４年５月 31日（火）～令和４年６月 30日（木） 

 

４ 意見募集結果の概要 

 

新庁舎に必要な機能を募集したところ、「バリアフリー・ユニバーサルデザイン機能」

に関する意見が最も多く 24％、次いで「防災機能」（22％）、「市民交流機能」（７％）、

「環境負荷低減機能」（７％）となりました。 

 

５ 意見募集結果詳細 

 

（１）機能別意見数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次ページからは、いただいた意見を取りまとめています。 

バリアフリー・ユニバーサルデザイン機能 30 件 

防災機能 27 件 

市民交流機能 9 件 

環境負荷低減機能 9 件 

窓口機能 8 件 

飲食機能 7 件 

執務機能 5 件 

外構機能 5 件 

その他 23 件 

24%

22%

7%7%

7%

6%

4%

4%

19%

バリアフリー・ユニバーサルデザイン機能

防災機能

市民交流機能

環境負荷低減機能

窓口機能

飲食機能

執務機能

外構機能

その他
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を
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検
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熱
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費
用

対
効

果
を

含
め

、
継

続
し

た
検

討
が

必
要

と
考

え
ま

す
。

4
6

シ
ン

プ
ル

で
コ

ン
パ

ク
ト

な
省

エ
ネ

庁
舎

1
〇

効
率

性
を

重
視

し
た

シ
ン

プ
ル

で
コ

ン
パ

ク
ト

な
庁

舎
を

整
備

し
ま

す
。

ま
た

、
Z

E
B

 R
e
a
d

yの

取
得

を
目

指
し

ま
す

。

4
7

大
き

な
窓

で
自

然
光

の
光

を
利

用
す

る
1

△
庁

舎
の

維
持

管
理

費
用

等
を

考
慮

し
て

、
検

討
を

継
続

し
ま

す
。

窓
口

機
能

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

4
8

そ
れ

ぞ
れ

の
窓

口
で

も
仕

切
り

を
す

る
な

ど
の

プ
ラ

イ

バ
シ

ー
に

気
を

配
る

。
2

〇
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
へ

の
配

慮
は

重
要

と
考

え
て

い
ま

す
。

ど
の

よ
う

な
窓

口
が

よ
い

か
継

続
し

て
検

討
を

行
い

ま
す

。

4
9

個
人

的
な

相
談

用
に

プ
ラ

イ
バ

シ
－

を
確

保
し

た
面

談

ス
ペ

ー
ス

1
〇

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

に
配

慮
し

た
相

談
室

を
設

置
し

ま
す

。

IC
T

5
0

ネ
ッ

ト
環

境
（

オ
ン

ラ
イ

ン
手

続
き

）
の

充
実

2
〇

〇
ど

の
よ

う
な

手
続

き
が

オ
ン

ラ
イ

ン
に

向
い

て
い

る
か

継
続

検
討

し
ま

す
。

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

窓
口

5
1

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

シ
ス

テ
ム

2
△

利
便

性
・

効
率

性
の

高
い

窓
口

の
整

備
に

向
け

て
継

続
検

討
し

ま
す

。

そ
の

他
5
2

対
面

対
応

時
に

職
員

が
座

る
ス

ツ
ー

ル
（

市
民

を
見

下

ろ
す

こ
と

の
な

い
よ

う
に

）
1

△
各

窓
口

の
業

務
内

容
に

合
わ

せ
、

市
民

の
方

が
快

適
に

行
政

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

な
什

器
の

導
入

に
努

め
ま

す
。

飲
食

機
能

飲
食

施
設

5
3

お
し

ゃ
れ

・
健

康
な

ど
の

特
色

を
持

っ
た

食
堂

3
×

設
置

面
積

の
確

保
、

厨
房

機
器

及
び

光
熱

水
費

の
負

担
か

ら
コ

ス
ト

が
高

い
こ

と
や

、
現

庁
舎

整

備
時

と
比

べ
近

隣
に

飲
食

店
等

が
複

数
営

業
し

て
い

る
た

め
、

整
備

は
不

要
と

考
え

ま
す

。

5
4

カ
フ

ェ
2

×
設

置
面

積
の

確
保

、
厨

房
機

器
及

び
光

熱
水

費
の

負
担

か
ら

コ
ス

ト
が

高
い

こ
と

や
、

現
庁

舎
整

備
時

と
比

べ
近

隣
に

飲
食

店
等

が
複

数
営

業
し

て
い

る
た

め
、

整
備

は
不

要
と

考
え

ま
す

。

5
5

ビ
ア

ガ
ー

デ
ン

（
夏

季
の

み
）

1
△

他
自

治
体

で
は

広
場

を
活

用
し

て
実

施
し

て
い

る
例

が
あ

る
と

認
識

し
て

い
ま

す
。

市
民

交
流

機

能
と

し
て

、
将

来
的

な
検

討
項

目
に

な
る

と
考

え
ま

す
。

そ
の

他
5
6

給
水

コ
ー

ナ
ー

（
S

D
G

ｓ
の

観
点

か
ら

マ
イ

ボ
ト

ル

で
）

1
△

費
用

対
効

果
を

含
め

、
継

続
し

た
検

討
が

必
要

と
考

え
ま

す
。

執
務

機
能

オ
ー

プ
ン

オ
フ

ィ
ス

5
7

窓
口

部
門

が
仕

切
り

壁
で

囲
わ

れ
な

い
オ

ー
プ

ン
な

事

務
所

2
〇

〇
見

通
し

が
良

く
、

風
通

し
が

良
い

執
務

空
間

を
整

備
し

ま
す

。

そ
の

他
5
8

透
明

感
・

解
放

感
の

あ
る

会
議

室
(ガ

ラ
ス

張
り

な
ど

)
1

△
遮

音
、

防
音

性
能

や
費

用
対

効
果

の
観

点
か

ら
検

討
を

継
続

し
ま

す
。

5
9

通
路

に
段

ボ
ー

ル
箱

を
積

ま
な

く
て

よ
い

よ
う

な
収

納

場
所

1
〇

〇
文

書
・

物
品

の
整

理
削

減
に

努
め

、
適

切
な

収
納

が
で

き
る

よ
う

努
め

ま
す

。

6
0

研
修

・
会

議
室

（
3
0
名

以
上

に
対

応
す

る
も

の
）

1
〇

〇
多

様
な

利
用

用
途

に
対

応
で

き
る

会
議

室
を

整
備

し
ま

す
。

外
構

機
能

駐
車

場
6
1

駐
車

場
の

区
画

の
拡

張
4

〇
現

庁
舎

の
駐

車
区

画
は

狭
小

で
あ

る
た

め
、

１
台

当
た

り
の

広
さ

を
見

直
し

ま
す

。

公
共

交
通

6
2

玄
関

口
に

バ
ス

停
設

置
1

△
ど

の
よ

う
な

配
置

が
望

ま
し

い
か

引
続

き
検

討
し

ま
す

。



（
３

）
機

能
以

外
に

関
す

る
団

体
意

見
一

覧

分
類

N
o

意
見

内
容

団
体

意
見

数
市

の
考

え
方

公
共

施
設

整
備

方
針

1
市

民
会

館
（

ホ
ー

ル
）

4

市
民

の
文

化
、

芸
術

の
拠

点
と

な
る

ホ
ー

ル
の

整
備

は
、

重
要

な
検

討
項

目
で

あ
る

と
認

識
を

し

て
い

ま
す

が
、

他
の

大
型

事
業

の
進

捗
や

、
将

来
的

な
財

政
負

担
を

見
極

め
な

が
ら

検
討

を
進

め

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

2
児

童
館

1
児

童
館

を
庁

舎
と

複
合

化
す

る
利

点
を

整
理

し
た

上
で

継
続

し
た

検
討

が
必

要
と

考
え

ま
す

。

建
設

地
3

自
然

災
害

に
合

わ
な

い
と

こ
ろ

に
建

設
す

る
。

1

新
た

な
本

庁
舎

の
整

備
場

所
に

つ
い

て
は

、
利

便
性

や
ま

ち
づ

く
り

と
の

整
合

性
、

早
期

性
や

実

現
性

、
必

要
な

規
模

を
確

保
で

き
る

敷
地

や
事

業
費

な
ど

を
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、

現
本

庁

舎
敷

地
内

に
整

備
す

る
こ

と
と

し
ま

す
が

、
浸

水
等

に
対

応
し

た
設

計
と

す
る

こ
と

で
庁

舎
の

機

能
を

維
持

し
ま

す
。

ま
た

、
災

害
時

に
は

、
高

台
に

移
転

し
た

消
防

庁
舎

と
連

携
し

、
機

能
を

補

完
し

ま
す

。

4
設

置
場

所
は

議
論

済
み

か
も

し
れ

な
い

が
、

現
在

の
エ

リ

ア
が

ベ
ス

ト
1

市
と

し
て

も
地

方
自

治
法

第
４

条
第

２
項

の
規

定
を

踏
ま

え
、

中
心

市
街

地
に

位
置

す
る

現
本

庁
舎

敷
地

が
適

地
と

考
え

て
い

ま
す

。

5
ヘ

リ
の

離
着

陸
が

可
能

な
と

こ
ろ

に
建

て
て

ほ
し

い
。

1

新
た

な
本

庁
舎

の
整

備
場

所
に

つ
い

て
は

、
利

便
性

や
ま

ち
づ

く
り

と
の

整
合

性
、

早
期

性
や

実

現
性

、
必

要
な

規
模

を
確

保
で

き
る

敷
地

や
事

業
費

な
ど

を
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、

現
本

庁

舎
敷

地
内

に
整

備
す

る
こ

と
と

し
ま

す
が

、
近

隣
の

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

離
発

着
場

と
の

連
携

等
、

継

続
し

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
ま

す
。

分
散

化
6

庁
舎

機
能

の
分

散
化

（
市

民
セ

ン
タ

ー
な

ど
）

2
費

用
対

効
果

や
市

民
セ

ン
タ

ー
の

位
置

付
け

と
併

せ
て

継
続

し
た

検
討

が
必

要
と

考
え

ま
す

。

7
支

所
機

能
を

充
実

し
、

支
所

と
連

動
し

た
庁

舎
1

ど
の

よ
う

な
形

で
の

連
動

、
連

携
が

望
ま

し
い

か
、

引
き

続
き

継
続

検
討

と
し

ま
す

。

人
材

8
運

営
す

る
人

（
ソ

フ
ト

）
の

充
実

も
極

め
て

重
要

1
優

秀
な

人
材

確
保

と
人

材
育

成
に

努
め

ま
す

。

9
玉

野
市

を
良

く
し

よ
う

と
す

る
意

欲
の

あ
る

人
を

評
価

す

る
シ

ス
テ

ム
1

意
欲

の
あ

る
職

員
が

評
価

さ
れ

る
環

境
づ

く
り

に
努

め
ま

す
。

集
約

化
1
0

一
か

所
で

機
能

す
る

新
庁

舎
1

防
災

拠
点

と
し

て
の

機
能

、
ま

た
、

市
民

交
流

の
拠

点
と

し
て

の
機

能
な

ど
、

複
数

の
役

割
を

持
た

せ
な

が
ら

、
出

先
機

関
と

の
連

携
に

努
め

ま
す

。

1
1

健
康

増
進

課
（

母
子

関
係

手
続

の
集

約
）

1
将

来
的

な
集

約
化

は
必

要
と

考
え

て
い

ま
す

が
、

今
回

の
新

庁
舎

の
整

備
時

点
で

の
集

約
化

は
検

討
い

た
し

ま
せ

ん
。



分
類

N
o

意
見

内
容

団
体

意
見

数
市

の
考

え
方

通
信

環
境

1
2

地
域

の
情

報
発

信
拠

点
と

な
る

エ
フ

エ
ム

局
1

情
報

発
信

拠
点

と
し

て
エ

フ
エ

ム
局

の
整

備
が

必
要

か
ど

う
か

継
続

し
た

検
討

が
必

要
と

考
え

ま

す
。

公
共

交
通

1
3

JR
や

バ
ス

の
時

刻
表

案
内

1
利

用
者

の
方

の
利

便
性

を
考

慮
し

た
案

内
手

法
を

検
討

し
ま

す
。

構
造

1
4

木
造

建
築

（
出

雲
ド

ー
ム

を
参

考
に

）
1

費
用

対
効

果
を

含
め

、
継

続
し

た
検

討
が

必
要

と
考

え
ま

す
。

財
政

負
担

1
5

シ
ン

プ
ル

で
コ

ン
パ

ク
ト

1

効
率

性
を

重
視

し
た

シ
ン

プ
ル

で
コ

ン
パ

ク
ト

な
庁

舎
と

し
ま

す
。

ま
た

、
維

持
管

理
に

す
ぐ

れ
た

構
造

や
材

料
の

導
入

な
ど

に
よ

り
、

施
設

の
長

寿
命

化
や

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
コ

ス
ト

の
縮

減
に

配
慮

し
た

庁
舎

と
し

ま
す

。

そ
の

他
1
6

眺
め

の
い

い
応

接
室

・
会

議
室

1
旧

消
防

庁
舎

解
体

後
を

見
据

え
た

整
備

を
行

い
ま

す
。

1
7

働
く

世
代

が
利

用
し

や
す

い
開

庁
時

間
の

設
定

や
開

庁
時

間
の

周
知

1
働

く
方

々
に

と
っ

て
も

利
用

し
や

す
い

庁
舎

と
な

る
よ

う
、

今
後

も
検

討
を

継
続

し
ま

す
。

1
8

月
１

回
で

各
課

持
ち

回
り

の
市

民
向

け
情

報
提

供
1

出
前

講
座

等
の

活
用

に
よ

り
、

積
極

的
な

情
報

提
供

を
行

い
ま

す
。

1
9

A
T

M
の

設
置

1
近

隣
に

各
種

の
金

融
機

関
が

所
在

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
新

庁
舎

内
へ

の
整

備
は

い
た

し
ま

せ
ん

。



 

 

１ 記入者情報（必ずご記入ください。） 

団体名  

氏 名 

(記入者) 
 

 

２ 同封の「本庁舎整備に関する基本的な方針（P2～3）」に記載する次の①～③の基本的な考え方に基づ

いて新庁舎を整備するにあたって、これからの玉野市にどのような機能や設備を備えた新庁舎が求めら

れているのか、貴団体が必要と思われる機能を記入してください。 

 

 

 

 

【意見記入欄】 

考え方の番号【   】  

必要な 

機 能 

 

 

理 由 

 

 

 

 

 

考え方の番号【   】  

必要な 

機 能 

 

 

理 由 

 

 

 

 

３ 本庁舎に必要な機能に関して市と対話（７月～８月頃を予定）を希望しますか。 

希望する  ・  希望しない 

※ご記入いただいた機能すべての実現を保証するものではありません。 

※対話は感染対策のため各団体５名を上限とします。 

新庁舎の機能に関するアンケートにご協力ください。 

① 「安全・安心な庁舎」（例）非常用発電機、備蓄倉庫の設置 

② 「利用者にやさしく、市民に親しまれる庁舎」（例）ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰに配慮した相談室、授乳室の設置 

③ 「機能的・効率的で環境にやさしい庁舎」（例）太陽光発電ｼｽﾃﾑの設置 

団体用 

ご記入いただいたアンケート用紙は、返信用封筒に入れてご返送ください。 

ご協力いただきありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

昭和 41 年頃 完成間近の(現)市庁舎 昭和 19 年 11 月完成 (旧)市庁舎  

 建設当時の庁舎 

 

 

【アンケートの目的】 
 

 このアンケートは、「市民の安全を守り、人と環境にやさしく、
市民に親しまれる庁舎 」の実現のため、これからの玉野市に 

どのような機能や設備を備えた新庁舎が求められているのか、

皆様のご意見を伺うために実施するものです。 

 

 

 

●今年度は、老朽化の進行に加えて耐震性が備わっていない市役所を、

市民の安全安心を守る施設として、再始動する為の基本計画の策定

や地質調査などを行います。 

 

※お願い 

【記入後は、６月 30 日（木）必着で同封の返信用封筒に入れて、ご返送ください】 

 

 



新庁舎整備に関する意見交換会 会議概要 
 

１ 概要 
 

開催日時 
令和４年９月 28 日（水）第１部 13：30～14：30 

第２部 15：30～16：30※１ 

開催場所 玉野市役所本庁舎３階特別会議室 

参加団体※２ 

玉野市老人クラブ連合会 
玉野市障害者総合支援協議会 
玉野市民生委員児童委員協議会 
玉野市ボランティア連絡協議会 
玉野市 PTA 連合会 
玉野市女性団体連絡協議会 
玉野市コミュニティ協議会 
みなと・まちづくり機構たまの 
玉野 SDGs みらいづくりセンター 
V ネットおかやま 

会議次第 

１ 開会 
２ 市長挨拶 
３ 検討状況説明 
４ 意見交換 
５ 閉会 

※１ 感染症対策のため、各団体の参加上限を２名とし、２部（事務局の説明内容は同じ）
に分けての開催とした。 

※２ 新庁舎の機能に関する意見募集に協力いただいた団体のうち、市との対話を希望
した団体が参加。 

 
 
 



２ 協議内容 

 

（１）第１部 

 

No 質問・意見の概要※３ 市の考え方 

１ 新庁舎の想定規模と津波対策の

概要を教えて欲しい。 

できるだけコンパクトで過大にならない設

計をしていきたい。津波に対しては盛り土、

高潮に対しては腰壁と防水板での止水を考

えている。また、市民向けの一時避難スペー

スも確保する。 

２ 予算を考えるのも重要だが、建

てた後に交換ができない部分

は、判断してしっかりと予算を

確保すること。 

必要な部分にはしっかりと予算を充てて検

討を進めていきたい。 

３ 緊急防災・減災事業債を活用す

るには、どのような制約がある

のか。 

本市の場合、浸水区域外への移転と同様の効

果が得られることや令和７年度までに竣工

することが必要。引続き国・県と協議を進め

ていく。 

４ 庁舎は市のシンボルにもなる

が、どのような選定方法を考え

ているのか。 

整備方法としては、DB 方式が最有力であり、

プロポーザル方式で優秀な事業者を選定し

たいと考えている。 

５ 令和７年度に完成するというこ

とは対外的に公表していいこと

なのか。 

そこを目指して検討を進めている。 

その他意見 

６ ・医療的ケアを必要とするコンセントの整備を検討して欲しい。 

・瀬戸内国際芸術祭に絡めて庁舎もアートにして発信したらよい。 

・ZEB ready ではなく、ZEB でなくてはならないのではないか。電力の供給拠



点になって欲しい。 
・施工方法（RC・S・CLT など）や庁舎の階数は制約せず自由に提案を求めて欲

しい。 
・その日の行事がわかるデジタルサイネージ（ディスプレイを設置して情報を

発信するシステム）を設置して欲しい。 
・岡谷市は都市交流をしている姉妹都市の旗が飾ってあるスペースがある。  

 
（２）第２部 
 

No 質問・意見の概要※３ 市の考え方 

１ 現庁舎敷地で建替えた場合、緊
急時に職員は参集できるのか。 

深山にある消防本部に臨時的な対策本部を
設け、水が引くまでの拠点とする。 

２ 子どもの手続きは集約化して欲
しい。庁舎整備のタイミングで、
すこやかセンターに配置する課
の入れ替えを考えてはどうか。 

継続して調整が必要と考えている。 

３ 有事の際には消防庁舎が拠点に
なるのか。事業課職員は深山に
参集するのか。すこやかセンタ
ーに事業課が入るという方向性
を考えてみてもよい。 

災害時は柔軟な連携が重要になってくる。発
災の時間帯、災害の種類など、業務継続計画
（BCP）の中で場合分けして考えていきた
い。 

４ 消防庁舎は取り壊して新庁舎敷
地として使用したほうが使いや
すいのではないか。 

除却にも億単位の費用がかかる。暫定的では
あるが、倉庫、車庫として使用し、適切なタ
イミングで取り壊したい。 

５ 令和７年度に竣工とすると設計
図はいつ出てくるのか。 

令和４年度に基本計画を策定し、来年度から
設計に入り、作成していく。 



６ 新庁舎整備の基本的な考え方の

中の「市民に親しまれる」とい

うのはどういう意味か。 

「親しみやすい」の逆が暗い、狭いだと思う。

開かれていて、明るく、わかりやすい庁舎を

目指したい。 

７ 瀬戸内国際芸術祭があるため、

デザインは重要だと思う。イン

スタ映えするようなスポットも

欲しい。 

インスタ映えするスポットは大切だと認識

している。 

10 雑用水としての雨水の活用はど

のような内容なのか。 

飲料水としては使用できないが、トイレに流

す水として使用する予定。 

11 バリアフリーやユニバーサルデ

ザインに重点を置くと、執務室

の面積が狭くなる。議会や教育

委員会を別棟にして執務スペー

スの確保も大切だと思う。 

費用面から見て別棟での整備は難しいと考

えている。部⾧室の廃止などスペースの効率

的な使用を考えていきたい。 

その他意見 

・職員、市民が使いやすいように外観重視ではなく、機能性重視で考えて欲しい。 

・平常時の利便性と緊急時の防災機能のバランスが重要だと感じている。 

※３ 意見募集の内容と重ならない内容を主に記載。 
 

３ 会場風景 
 

市⾧挨拶 意見交換 

  


